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有機スズ化合物（OTs）は有効な防汚物質として世界的に使用されてきたが、標的生物以外

の水生生物に対する蓄積性や生態毒性が明らかとなり、国際海事機関（IMO）が招集した外交

会議において採択された条約「船舶の有害な防汚方式の規制に関する国際条約（AFS条約）」

により、2008年、船舶への使用が世界的に規制されることとなった物質である。懸濁物質に

吸着・沈降し、底質に堆積した OTsは長期にわたって残留することから、これらの水中への

再溶出・再懸濁や底生生物への移行による二次汚染が懸念される。よって、世界的な規制後、

沿岸域における OTs汚染からの回復状況を監視することが重要である。 

本研究により、殻長 25-65mmのムラサキイガイであれば、季節に関わりなく、潮間帯のい

ずれの生息深度からでも採集して、モニタリング生物として使用できることや、アジア海域

におけるトリブチルスズ（TBT）汚染からの回復状況を調べるために、ムラサキイガイとミド

リイガイの総ブチルスズ化合物（ΣBTs）濃度を比較することができることが示唆され、イガ

イ類のモニタリング生物としての有用性がさらに裏付けられた。 

日本海底層において、底質に堆積した OTsは底生生物を通して底生魚へ移行・蓄積し、ト

リフェニルスズ（TPT）は TBT に比べて生物濃縮される可能性が高いことが示唆された。ま

た、底層の食物網を通した TPTの再循環において底質から底生生物への移行が重要であるこ

とが示唆された。 

底生生物として表在性堆積物食者であるイソゴカイ、底生魚として主に多毛類を捕食する

マコガレイを選定し、底質中 OTsのイソゴカイへの移行および底質からイソゴカイによって

蓄積された OTsのマコガレイへの移行を蓄積試験により検討した。その結果、イソゴカイに

おいて TPTは TBTより排泄され難いため、TBTより蓄積されやすいことが示唆された。一方、

マコガレイにおいて TBT は TPT より排泄され難いため、TPT より蓄積されやすいが、TBT と

TPT の蓄積における差異はイソゴカイに比べて小さいことが示唆された。また、TPT におい

て底質から底生生物への蓄積は、底生生物から底生魚への蓄積に比べて大きく、その重要性

が示唆された。 

残留性有機汚染物質（POPs）について、底質中ダイオキシン類のイソゴカイへの移行およ

び餌料中ポリ塩化ビフェニルのマダイへの移行を蓄積試験により調べ、得られた生物濃縮に

係るパラメータを OTsと比較した。その結果、OTsは POPsと同程度の蓄積性を有することが

示唆された。 

本研究の結果は、底質に堆積した OTsの水中への再溶出・再懸濁や底層の食物網を通した

再循環を示唆し、世界的な規制後、OTs に対する底質に着目した汚染対策の必要性を示唆す

るものであった。 

 

 


